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今
年
も
関
東
を
中
心
に
各
地
か
ら
多
数
が
参
集

ま
ぼ
ろ
し
の
銘
石
・
羽
黒
青
糠
目
石
も
出
展

本
小
松
青
上
最
高
級
品
も
10
組
展
示
、
好
評

原
社
長
の
選
ん
だ
楽
し
い
動
物
彫
刻
と
小
物
、
お
地
蔵
様
な
ど

原
産
業
の
展
示
会
、
初
日
は

大
盛
況
。
遠
く
は
仙
台
、
新

潟
の
業
者
も
来
会
。
新
企
画

の
２
色
の
外
柵
と
洋
型
に
注

目
が
集
ま
る
。
明
る
さ
と
新

鮮
な
感
覚
が
女
性
に
大
人
気
。
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茨
城
県
桜
川
市
羽
黒
（
旧
西

茨
城
郡
岩
瀬
町
）
の
水
戸
線
羽

黒
駅
前
に
一
昨
年
４
月
29
日
、

「
男
の
友
情
」
の
碑
が
建
て
ら

れ
、
同
駅
の
乗
降
客
の
目
を
止

め
て
い
る
。

こ
の
碑
は
、
笠
間
市
出
身
で

26
才
で
人
生
を
閉
じ
た
薄
幸
の

天
才
詩
人
・
高
野
公
男
と
、
作

曲
家
・
船
村
徹
の
運
命
的
な
出

会
い
と
、
両
氏
が
無
名
の
こ
ろ

に
苦
節
の
中
か
ら
コ
ン
ビ
の
作

水戸線羽黒駅前に建てられている“男の友情‘の歌碑

水
戸
線
羽
黒
駅
前
の

“

男
の
友
情‘

の
碑

品
を
次
々
と
発
表
、
名
曲
「
別

れ
の
一
本
杉
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。

し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
高
野
の
病

重
く
、
青
春
の
夢
も
は
か
な
く
、

羽
黒
駅
の
片
隅
で
船
村
と
手
を

取
り
合
い
、
泣
い
て
別
れ
た
過

ぎ
し
日
を
思
っ
て
綴
っ
た
絶
筆

「
男
の
友
情
」
を
記
念
、
歌
碑

「
男
の
友
情
」
建
設
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
建
て
た
も
の
で
、

地
元
の
㈲
秋
葉
石
材
店
が
製

作
、
施
工
し
た
。

作曲家・船村徹氏の筆で「友情無限」

本
体
は
地
元
の
稲
田
石
製
、

は
め
込
み
に
な
っ
た
「
男
の
友

情
」
の
歌
詩
と
カ
ラ
オ
ケ
の
マ

イ
ク
、
裏
側
の
お
礼
の
こ
と
ば

は
、
や
は
り
地
元
産
の
羽
黒
青

糠
目
石
で
作
ら
れ
て
い
る
。

原
産
業
㈱
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
中
央
区
本
町
西
３
丁
目
６
―

15
＝
国
道
17
号
新
大
宮
バ
イ
パ

ス
ユ
ニ
ク
ロ
南
）
の
「
全
国
石

屋
ま
つ
り
」（
第
26
回
展
示
会
）

が
、
去
る
10
月
４
日
貂
か
ら
６

日
貅
の
３
日
間
、
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

記
者
が
訪
れ
た
の
は
初
日
午

前
10
時
で
あ
っ
た
が
、
展
示
場

は
す
で
に
満
員
。
未
明
の
雨
も

あ
が
り
、
次
か
ら
次
へ
と
石
材

業
者
が
来
会
。
埼
玉
県
の
長
老

や
前
泊
の
長
野
県
一
行
、
遠
く

は
仙
台
や
新
潟
の
有
力
店
も
来

場
、
対
応
の
原
社
長
も
て
ん
て

こ
舞
い
で
あ
っ
た
が
、
う
れ
し

い
悲
鳴
を
上
げ
て
お
ら
れ
た
。

今
年
の
展
示
会
で
は
、
新
し

い
企
画
と
し
て
２
色
（
２
石
種
）

に
デ
ザ
イ
ン
し
た
外
柵
や
洋
型

を
特
集
、
多
数
展
示
し
て
い
て
、

特
に
40
代
〜
50
代
の
女
性
に
好

評
だ
っ
た
。

ま
た
、
和
型
の
墓
石
で
も
イ

ン
ド
系
、
中
国
青
系
な
ど
新
石

種
４
〜
５
種
類
が
登
場
、「
こ

ち
ら
の
方
が
実
戦
的
で
、
儲
け

も
多
く
、
役
に
立
つ
Y
」
と
参

観
者
の
声
も
聞
か
れ
た
。
さ
ら

に
関
東
地
方
で
は
銘
石
の
名
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
本
小

松
青
上
最
高
級
品
も
10
組
展
示

さ
れ
、
展
示
会
に
花
を
添
え
て

い
た
。

比
較
的
、
時
代
の
変
化
に
対

し
て
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

墓
石
業
界
の
中
で
、
原
産
業
は

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
小
さ
な
工

夫
を
各
所
に
見
せ
て
お
り
、
町

の
墓
石
店
に
と
っ
て
も
参
考
に

な
る
点
が
多
か
っ
た
。

「
全
国
各
地
の
石
材
業
者
の

御
来
会
に
感
謝
致
し
ま
す
」
と

原
社
長
。
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原産業恒例の「全国石屋まつり」「第

26回展示会」に御来展いただき有

難うございました。社員一同感謝し

ております。今後もお客様の立場に

立った営業活動を続けて参ります。
盛会御礼 

スタンダードの和型墓石から女性に人気のある新型墓石まで豊富に展示 

犬・猫・ふくろうなどの動物の彫刻と石の小物の新製品を多数展示 
付
加
価
値
を
高
め
る
洋
型
墓
石
の
立
体
彫
刻
も
好
評
だ
っ
た 

　
去
る
10
月
４
〜
６
日
開
催
の
当
社
の
展

示
会
に
際
し
、
全
国
各
地
か
ら
早
朝
よ
り

大
勢
の
御
得
意
様
の
御
来
展
を
頂
き
、
ま

こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遠
路
か

ら
の
皆
様
に
は
前
日
よ
り
の
来
訪
に
感
謝

致
し
ま
す
と
と
も
に
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

御
厚
情
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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原産業㈱創立36周年記念 
第26回“全国石屋まつり‘

原産業の展示会の写真と内容をホームページで見られます　http://www.harasangyo.co.jp


